
マナビス受験対談
河合塾マナビス校舎長×河合塾講師

河合塾英語科講師・刀禰泰史先生をお迎えして
河合塾英語科講師の刀禰泰史先生をお迎えして、河合塾マナビスの山口聡校舎長と対談を行いました。
今回のテーマは京都大学の入試について。京大を目指す高校生必見です。

山口校舎長「刀禰先生は大阪だけでなく、東京でも京大クラスを担当されていますね。」
刀禰先生「はい、河合塾の新宿校でも京大志望の生徒を教えています。」
山口校舎長「首都圏で京大を志望する生徒が増えていると聞きますが…。」
刀禰先生「そうなんです。東日本大震災のあと急に増えました。
                     一過性のものかと思っておりましたが減らないですね。」
山口校舎長「京都や大阪の生徒と東京の受験生で何か違いを感じますか？」
刀禰先生「東京の子は東大があるのにわざわざ京大を目指してくるわけだからモチベーショ
　　　　　ンが高かったり、こだわりが強かったりしますね。京大でこれがやりたい…って
　　　　　いう。志が違う、というか。そういった層を京大も歓迎していると思いますよ。」
山口校舎長「それを聞くと京都の高校生も一層頑張らないといけませんね。
　　　　　　さて、今年からセンター試験が共通テストに変わりました。」
刀禰先生「共通テストの問題については英語の先生はいろいろと思うところがあると思いま
　　　　　す…。英語に限って言うと京大を目指す生徒にとっては特に対策は必要ないかな、
　　　　　と。センター試験の英語と違って基本的に語彙力と読解力勝負なので。京大の英
　　　　　語の対策をしている子は短時間で何とかなるかな、とは思います。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　山口校舎長「京大の英語も近年変化が出てきていますが…。」
刀禰先生「形式変わってきてますからねぇ。説明問題が入ったことに加えて、
　　　　　自由英作文と…。以前の和訳と英訳だけだった頃は
　　　　　浪人生に有利だったんですよ。何を書かなきゃいけない
　　　　　かを考えなくてよかったので。そういうのは時間をかけ
　　　　　た人が有利ですよ。でも京大も問題が変わってきて
　　　　　必ずしも浪人生有利と言えなくなってる。」
山口校舎長「つまり、高校生に現役合格のチャンスが広がって
　　　　　　きた、ということですね。」
刀禰先生「勝機があるように変わってきてると思います。
　　　　　あと、形式が変わったときに大騒ぎしているようではダメですね。（笑）」
山口校舎長「刀禰先生は京大オープンのチーフもされてます。ご苦労が多いと思いますが。」
刀禰先生「大変です ( 笑）。説明問題を作るのが大変なんですよね。採点基準は作問担当者が
　　　　　たたき台を作って、みんなで作っています。採点基準を公開してから生徒からの
　　　　　質問があまり来なくなりました。そのかわり、作るの大変ですよ ( 笑 )。」

河合塾英語科　刀禰先生

山口校舎長「全統模試もそうですけど、河合塾の模試は解答・解説にかなり
　　　　　　力を入れています。オープンも採点基準を見てしっかり勉強しなさいよ、
　　　　　　というメッセージですね。」
刀禰先生「その通りです。なぜ点数が引かれたのか可視化できるように心がけています。」
　　　　　

山口校舎長「京大を目指すのに単語帳は何冊も必要だと
　　　　　　思いますか？」　　
刀禰先生「漠然と難しい単語帳をやるのはお勧めしていません。
　　　　　2000 語レベルの売れている単語帳でいいので
　　　　　1冊決めてできるだけ早く身に着けてほしいですね。
　　　　　そこからプラスアルファの単語は過去問研究とか
　　　　　京大を意識した教材で補っていく、と。」
山口校舎長「京大は独特ですからね。」河合塾マナビス　山口校舎長

刀禰先生「癖がありますから ( 笑 )。テイストが違うと単語もそれに連動してくるので。
　　　　　京大が好む単語ってのがあるんですよね。」

山口校舎長「河合塾マナビスでは、京大英語の講座はすべて刀禰先生に担当して
　　　　　　もらっています。」
刀禰先生「マナビスの過去問研究講座はいいですよね。何度も受けられるし。
　　　　　添削もついてますよね。」
山口校舎長「はい、10 年分の過去問研究に添削がついています。予想問題講座にも
　　　　　　添削がついています。」
刀禰先生「素晴らしい ( 笑）。過去問研究は直近 10 年分あるんでしょ。それで十分だと
　　　　　思いますよ。」
山口校舎長「古い問題からやろうとする生徒が多いんですよね ( 笑 )
　　　　　　気持ちはわかるけど意味がない。」
刀禰先生「そこは新しい問題からやるべきですね。
　　　　　あんまり古いやつは随分テイストが違いますからねぇ。」　

山口校舎長「では最後に、将来、京大を目指そうという中学生や高 1・２生に
　　　　　　メッセージをお願いします。」
刀禰先生「英語の成績って選択問題で測られることが多いですよね。だから、選択問題
　　　　　はできるけど英文を書くとぐちゃぐちゃっていう生徒が多いんです。つまり
　　　　　大切なのは記述力です。文法の用例レベルからでいいから手を動かして英文
　　　　　を書いたり、愚直に訳文を作ったりしてほしいですね。
　　　　　今やってる基礎を大切にしてほしいです。」
山口校舎長「やっぱり京大でもどこでも基礎・基本が大事ですよね。」
　

刀禰先生、ありがとうございました！


